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没後十年にして、長らく名古屋大学を'1'心に司書として活動された
川原利子さんの 11m想録jが上梓された。
回想録と記したが、正確には川原さんの幾多の著作の1:1:1から、「欧

米の貴重脅図書館の慣行一保存修復を'"心としてjほか 2点と、故人

の親族、学友、職場の同僚、それに職械を1凶えた仕事の上で、の 1I元l志j

といえる人々、三十数名の方々の追悼文から構成されている。その'"

には、川原さんが社会科学古典資料の収集・保存・利用などをテーマ

に国外留学した際師事した、ハーバード大学クレス・ライブラリーの

K・カーペンタ一氏(一橋大のパート・プランクリン文庫を終目Ilした

人物)も寄稿されている O そのほか故人の幾つかのH寺則の回先日 (1自
伝的にJ)と業績目録・年譜も収録。
名古屋大学経済学部図書館で川原さんの「荊子jであり、同僚であり、

経済資料協議会の看板事業であった I経済学文献季報j編集作業の機
械化のためのKEISの共同開発者でもあった豊岡文英さんの文章など
でも語られているように、故人の仕事振りはまことに日士絶jなもの

であり、何時も全力疾走していた「仕事人II¥IJではあったが、仕事一
辺倒のガ 1)ガリの人物ではなく、笑顔が良く似合う繊細ほ気持ちの持

ち主でもあり、深い思いやりと暖かい心で他者に接する人でもあった。

「知の人Jでもあり「情の人jでもあった故人の人となりが、この本
には良く現れている。

また:fí~旧芳郎さんの「川原利子さんのくれた版画」を読むと、協議

会の理事会等で毎回のように繰り広げられた激烈な 1J 11原・松山論争j

(はじめて居合わせる人はみな"喧lIn'りかとJstって驚いたようであるが)
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なども思い出され、故人が第一線で活躍していた、協議会が「元気jだっ

た頃のことを思い起こさせてくれる。

ここに収められている故人を偲ぶ文章は、何れも在りし日の川原さ

んを妨仰とさせてくれるものであり、巻頭に掲げられた写真のような

彼女がそこにいるかのような本が出来た。

経済資料協議会の創設者の一人であり、会のキー・パーソンであり

続けた川原和子さん、その愛して止まなかった協議会がその歴史的使

命を終え、乙の 10月に解散する。あの世から「皆さん、ご苦労さん

でしたネjと言ってくれるであろうか。
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